
後期高齢者医療制度創設にともなって 
国民健康保険の保険税が軽減されます 
後期高齢者医療制度創設にともなって 
国民健康保険の保険税が軽減されます 

s税務グループ　1０７９（４３５）０３５８ 

国民健康保険に加入している世帯で、75歳以上の方が後期高齢者医療制度に移行し、75歳未満
の方が引き続き国民健康保険に加入することになる場合 

●2年間保険税の軽減が受けられます 
新たに国民健康保険に加入し、国保保険税を納めていただくことになった方については、2年間、所得に応じて
ご負担いただく保険税が免除されるとともに被保険者１人当たりでご負担いただく保険税が半額となり、さらに、
被保険者が１人の場合などには、世帯ごとにご負担いただく保険税も半額になります。 

●所得の低い方の国保保険税の軽減が引き続き受けられます 
保険税の軽減を受けている世帯は、世帯構成や収入が変わらなければ、5年間今までと同じ軽減を受けることができます。 

●世帯ごとにご負担いただく国保保険税が半額になります 
国民健康保険の被保険者が１人となる場合には、5年間、世帯ごとにご負担いただく保険税が半額になります。 

75歳以上の方が会社の健康保険などの被用者保険から後期高齢者医療制度に移行することにより、
その扶養家族である被扶養者の方（65～74歳）が新たに国民健康保険に加入することになる場合 

平成20年3月まで 
夫が会社の健康保険の被保険者、妻がその被扶養者 

夫 76歳…被保険者 

保険料あり 保険料なし 

妻 72歳…被扶養者 

平成20年4月から 
夫が後期高齢者医療制度、妻が新たに国保の被保険 
者になる場合、2年間の軽減が受けられます。↓ 

会社の健康保険（被用者保険） 後期高齢者医療制度 国民健康保険 

所得割 

被保険者均等割 
世帯別平等割 

保険料 

⇒ 

平成20年3月まで 
夫、妻ともに国民健康保険の被保険者 

夫 76歳 

被保険者均等割 
など 

被保険者均等割 
など 

世帯別平等割 

妻 72歳 

平成20年4月から 
夫が後期高齢者医療制度、妻が引続き国保の被保険 
者である場合 

国民健康保険 後期高齢者医療制度 国民健康保険 

⇒ 
保険料 

被保険者 
均等割など 

世帯別平等割 

5年間半額 

5年間今までと同じ↓ 所得に応じて↓ 

平成20年3月まで 
夫、妻ともに国民健康保険の被保険者 

夫 76歳、妻 72歳 

世帯の保険料 軽減 軽減 軽減 

平成20年4月から 
夫が後期高齢者医療制度、妻が引続き国保の被保険 
者である場合 

国民健康保険 後期高齢者医療制度 国民健康保険 

⇒ 保険料 保険料 
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夏
休
み
親
子
防
災
体
験
教
室
 

夏
休
み
親
子
防
災
体
験
教
室
 

加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー
 

他
の
ペ
ー
ジ
に
も 

  
夏
休
み
の
お
楽
し
み
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
よ 
他
の
ペ
ー
ジ
に
も 

  
夏
休
み
の
お
楽
し
み
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
よ 

県立考古博物館　夏休み講座 
s問い合わせ　県立考古博物館 学習支援課　1０７９（４３７）５５６４ 

参加費・定員・s申込期間 

参加費…700円 
定員…先着20人 
s5月26日～定員になり次第 

参加費…未定（実費） 
定員…先着20組 
s6月2日～定員になり次第 

参加費…700円 
定員…先着20人 
s6月3日～定員になり次第 

参加費…500円 
定員…先着20人 
s6月10日～定員になり次第 

参加費…700円 
定員…先着20人 
s6月17日～定員になり次第 

参加費…500円 
定員…先着20人 
s6月24日～定員になり次第 

参加費…無料 
定員…なし   
s申し込み不要 

日時・対象 講座 

8月24日(日) 
午前10時～午後3時 
小学生～中学生 

8月17日(日) 
午前10時～午後3時 
小学生～中学生 

8月10日(日) 
午前10時～午後3時 
幼児～小学生 

8月3日(日) 
午前10時～午後3時 
幼児～小学生 

8月2日(土)～3日(日) 
小学生以上（保護者同伴） 

7月26日(土) 
午前10時～午後3時 
幼児～小学生 

夏休み企画「実物にさわろう」  
遺跡から出てきた「本物」の土器や石器
に触ることができます 

子どものための土器づくり  
大中遺跡から発見された土器を参考に、
自分の土器を作ります 

大中遺跡に泊まろう  
家族で大中遺跡に宿泊します。夜は博物
館探検ツアーに出発 

子どものためのまが玉づくり  
硬い石（寿山石）を使って、１つのまが玉
を作ります 

子どものための石包丁づくり  
古代の石包丁と同じ石材（粘板岩）を使っ
て石包丁を作ります 

ユースセミナー勾玉づくり  
硬い石（寿山石）を使って、１つの勾玉を
作ります 

ユースセミナー石包丁づくり  
古代の石包丁と同じ石材（粘板岩）を使っ
て石包丁をつくります 

7月23日(水)・8月2日(土)・6
日(水)・13日(水)・20日(水)・
27日(水)　幼児～中学生 

※町広報発行日の都合上、先着順申し込みが締め切られている 
　場合がありますがご了承ください。 

じゅさんせき 

まがまが まが 

ねんばんがん 
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地
震
、
消
火
、
煙
避
難
、
着
衣
水
泳
、

は
し
ご
車
乗
車
、
心
肺
蘇
生
法
、
救
助
訓

練
な
ど
を
親
子
一
緒
に
体
験
学
習
し
ま
し

ょ
う
。

▼
日
時

７
月
27
日
(日)

午
前
８
時
50
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
場
所

加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー

▼
対
象

小
学
３
〜
６
年
生
と
保
護
者

（
２
人
１
組
）

▼
定
員

先
着
20
組

▼
参
加
費

無
料

▼
持
ち
物

水
筒
、
水
着
（
着
替

え
含
む
）、
着
衣
水
泳
用
長
袖
・

長
ズ
ボ
ン
・
タ
オ
ル

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

７
月
８
日
(火)
〜
13
日
(日)
の
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
に
電
話
で
受
け

付
け
ま
す

加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー

1
０
７
９
（
４
２
３
）
０
１
１
９

夏
休
み
プ
ー
ル
教
室
…
…
…
…
ｐ
21
掲
載

子
ど
も
英
語
デ
ィ
キ
ャ
ン
プ
…
ｐ
16
掲
載

喜
瀬
川
で
あ
そ
ぼ
う
…
…
…
…
ｐ
16
掲
載

親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
…
…
…
…
ｐ
16
掲
載

夏
休
み
手
作
り
の
会
…
…
…
…
ｐ
15
掲
載

大
き
な
土
器
作
り
…
…
…
…
…
ｐ
23
掲
載

社
会
科
自
由
研
究
調
べ
…
…
…
ｐ
23
掲
載

平成20年4月以降、75歳以上の方は、後期高齢者医療制度に移行し、
新制度の保険税を納めていただくことになります。それにともなって、
国民健康保険に加入する方の保険税負担が急に増えることがないよう
に、国民健康保険税については、次のように軽減されます。



▼
問
い
合
わ
せ
　
税
務
グ
ル
ー
プ
　
1
０
７
９
（
４
３
５
）
０
３
５
８
 

住
民
税
（
町
民
税
・
県
民
税
） 

所
得
変
動
が
あ
っ
た
方
に
経
過
措
置 

ご存じですか 

国民年金の納付免除制度 
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の
ペ
ー
ジ
・
き
ゃ
ん
ぱ
す
だ
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税
源
移
譲
に
よ
り
、
所
得
税
率

の
変
更
に
よ
る
税
負
担
の
軽
減
の

影
響
は
受
け
ず
、
住
民
税
率
の
変

更
に
よ
る
税
負
担
の
増
加
の
影
響

の
み
を
受
け
る
方
に
つ
い
て
は
、

既
に
納
付
済
み
の
平
成
19
年
度
分

の
住
民
税
額
か
ら
、
税
源
移
譲
に

よ
り
増
額
と
な
っ
た
住
民
税
相
当

額
を
還
付
し
ま
す
。

こ
の
経
過
措
置
の
適
用
を
受
け

る
に
は
、
平
成
20
年
７
月
１
日
か

ら
同
月
31
日
の
間
に
、
平
成
19
年

１
月
１
日
時
点
に
住
民
登
録
さ
れ

て
い
た
市
町
村
へ
の
申
告
が
必
要

で
す
。
申
告
書
は
税
務
グ
ル
ー
プ

に
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
者

次
の
ア
・
イ
の
両
方

に
あ
て
は
ま
る
方

ア．

平
成
19
年
度
の
住
民
税
の
課

税
所
得
金
額
（
申
告
分
離
課
税

分
を
除
く
）
が
、
住
民
税
と
所

得
税
と
の
人
的
控
除
額
の
差
の

合
計
額
よ
り
大
き
い
方

イ．

平
成
20
年
度
の
住
民
税
の
課

税
所
得
金
額
（
申
告
分
離
課
税

分
を
含
む
）
が
、
住
民
税
と
所

得
税
と
の
人
的
控
除
額
の
差
の

合
計
額
以
下
の
方

▼
計
算
方
法

平
成
19
年
度
の
合

計
課
税
所
得
金
額
に
つ
い
て
、
税

源
移
譲
後
の
税
率
を
適
用
し
、
調

整
控
除
を
行
っ
た
後
の
税
額
か
ら
、

税
源
移
譲
前
の
税
率
を
適
用
し
た

税
額
を
、
差
し
引
い
た
額
を
減
額

し
ま
す
。（
既
に
納
付
済
み
の
場

合
は
還
付
し
ま
す
）

※
平
成
19
年
中
に
亡
く
な
ら
れ
た

方
や
海
外
へ
転
出
さ
れ
て
平
成
20

年
１
月
１
日
現
在
国
内
に
居
住
さ

れ
て
い
な
い
方
に
は
、
こ
の
経
過

措
置
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
寄
附
金
控
除
額
な
ど
の
人
的
控

除
以
外
の
控
除
額
が
増
加
し
た

り
、住
宅
ロ
ー
ン
控
除
な
ど
に
よ

っ
て
所
得
税
が
課
税
さ
れ
な
く
な

っ
た
方
に
は
、こ
の
経
過
措
置
は

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

は
不
要
で
す
。

所
得
の
申
告
が
な
け
れ
ば
軽
減

（
減
額
）も
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
を
災
害
そ
の

他
の
特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
滞

納
し
、
一
定
期
間
を
経
過
し
た
場

合
は
、
保
険
証
を
お
渡
し
で
き
な

く
な
り
、
資
格
証
明
書
で
受
診
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

資
格
証
明
書
で
受
診
さ
れ
た
場

合
の
医
療
費
は
、
い
っ
た
ん
全
額

自
己
負
担
と
な
り
、
そ
の
後
役
場

で
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

医
療
費
の
７
割
分
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
経
過
す
る
と
、
高
額
医

療
費
な
ど
の
保
険
給
付
が
差
し
止

め
ら
れ
ま
す
。

健
康
保
険
の
制
度
は
皆
さ
ん
で

支
え
合
う
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
保
険
税
は
必
ず
納
期
内
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

国
民
健
康
保
険
税
を
は
じ
め
と

す
る
町
税
の
納
付
に
つ
い
て
は
、

便
利
な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
郵
便
局
で
も
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

国民年金は、日本国内にお住まいの、20歳以上60
歳未満のすべての方が加入する制度です。保険料の
納付を続けることで、老後の生活保障である老齢基
礎年金だけでなく、万が一のときの障害基礎年金や、
遺族年金が受け取ることができます。

経済的な理由などで保険料を納付することが困難
な場合は、申請により保険料の納付が免除される制
度があります。
●法定免除 障害基礎年金や生活保護法の生活扶助
を受給している方などが、保険料の納付が免除さ
れます
●申請免除 本人・配偶者・世帯主の各々の前年の
所得に応じて免除の額が決定されます
免除期間と受給資格期間
保険料免除が承認された期間は、将来の老齢基礎

年金の年金額の計算のときに国庫負担に相当する額
〔年金額の3分の1（将来は2分の1）、一部納付した期
間はその保険料も加算〕が算入されます。また、万
が一のときの障害基礎年金、遺族基礎年金を受ける
ために必要な受給資格期間にも算入されます。
退職（失業）の特例
なお、免除には、退職（失業）の特例があります。

原則としてご本人・配偶者・世帯主の前年の所得で
審査されますが、申請する年度または前年度に退職
した方は、雇用保険の受給資格者証や離職票などの
公的機関の証明を添付していただくことで、退職
（失業）した方の所得審査が不要となります。

その他の納付免除制度
他にも「若年者納付猶予制度（6月号掲載）「学生

納付特例制度」（5月号掲載）などの納付免除制度が
あります。
s問い合わせ　保険年金グループ
1０７９（４３５）２５８１
加古川社会保険事務所
1０７９（４２７）４７４０
社会保険庁のホームページ
http ://www.s ia .go . jp/

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
を
改
正
し
ま
し
た 

▼
問
い
合
わ
せ
　
税
務
グ
ル
ー
プ
　
1
０
７
９
（
４
３
５
）
０
３
５
８
 

表① 平成20年度国民健康保険税の税率 

※医療給付費分と後期高齢者支援均分は全ての被保険者の方に課税されます。 
※介護納付金分は、40～64歳の被保険者の方のみ課税されます。 

①所得割：被保険者の19年中の所
得金額から33万円を控
除し、6.90％をかけた
金額 

②資産割：平成20年度より廃止 

③均等割：被保険者１人につき 
24,000円 

④平等割：１世帯につき 
21,600円 

１年間の保険税額＝①＋③＋④ 
（最高47万円） 

①所得割 
②資産割 
③均等割 
④平等割 
課税限度額 

19年度 20年度 
8.30％ 
5.00％ 

29,520円 
23,280円 
560,000円 

6.90％ 
廃止 

24,000円 
21,600円 
470,000円 

医療給付費分 

⑤所得割：医療給付費分と同様に
計算し、1.40％をかけ
た金額 

⑥均等割：被保険者１人につき 
5,400円 

⑦平等割：１世帯につき 
4,800円 

１年間の保険税額＝⑤＋⑥＋⑦ 
（最高12万円） 

⑤所得割 
── 
⑥均等割 
⑦平等割 
課税限度額 

19年度 20年度 

── 
── 
── 
── 
── 
── 

1.40％ 
 

5,400円 
4,800円 

120,000円 

後期高齢者支援金分 

⑧所得割：医療給付費分と同様に
計算し、2.40％をかけ
た金額 

⑨資産割：平成20年度より廃止 

⑩均等割：被保険者１人につき 
13,200円 

⑪平等割：平成20年度より廃止 

１年間の保険税額＝⑧＋⑩ 
（最高9万円） 

⑧所得割 
⑨資産割 
⑩均等割 
⑪平等割 
課税限度額 

19年度 20年度 
2.40％ 
2.00％ 
9,840円 
5,400円 
90,000円 

2.40％ 
廃止 

13,200円 
廃止 

90,000円 

介護納付金分 

情
報
ペ
ー
ジ 

施
設
だ
よ
り 

教
育
の
ペ
ー
ジ
・
き
ゃ
ん
ぱ
す
だ
よ
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保
険
税
は
、
医
療
給
付
費
分
と

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
と
介
護
納

付
金
分
の
合
計
額
で
、
医
療
給
付

費
分
は
75
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
被

保
険
者
が
、
介
護
納
付
金
分
は
40

歳
以
上
65
歳
未
満
の
被
保
険
者
が

対
象
に
な
り
ま
す
。

医
療
給
付
費
分
と
後
期
高
齢
者

支
援
金
の
税
率
は
、
必
要
な
医
療

費
の
額
な
ど
を
基
に
、
介
護
納
付

金
分
の
税
率
は
、
社
会
保
険
診
療

報
酬
支
払
基
金
へ
の
拠
出
予
定
額

を
基
に
毎
年
見
直
し
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
度
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
開
始
に
よ
り
、『
後
期
高

齢
者
支
援
金
』
と
い
う
税
率
が
新

た
に
課
税
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
基
金
（
貯
金
）

の
取
り
崩
し
に
よ
り
、
一
人
当
た

り
の
負
担
額
を
抑
え
、
資
産
割
を

除
く
税
率
は
前
年
度
か
ら
ほ
ぼ
据

え
置
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。

医
療
給
付
費
分
に
つ
い
て
は
、

資
産
割
が
廃
止
さ
れ
、
所
得
割
は

６
・
９
％
、
均
等
割
と
平
等
割
は
、

そ
れ
ぞ
れ
２
万
４，
０
０
０
円
、

２
万
１，
６
０
０
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

限
度
額
に
つ
い
て
は
、
税
制
改

正
に
よ
り
56
万
円
か
ら
47
万
円
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
に
つ
い

て
は
、
所
得
割
は
１
・
４
％
、
均

等
割
と
平
等
割
は
、
そ
れ
ぞ
れ
５，

４
０
０
円
、
４，
８
０
０
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

限
度
額
に
つ
い
て
は
、
12
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
納
付
金
分
に
つ
い
て
は
、

資
産
割
と
平
等
割
が
廃
止
さ
れ
、

所
得
割
は
２
・
４
％
、
均
等
割
は

１
万
３，
２
０
０
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

限
度
額
に
つ
い
て
は
、
９
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

普
通
徴
収
…
保
険
税
の
納
期
は
、

７
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
計
９

回
と
な
っ
て
い
ま
す
。
納
期
限
は

毎
月
末
（
12
月
は
25
日
）
で
、
そ
の

日
が
金
融
機
関
の
休
日
に
あ
た
る

場
合
は
翌
営
業
日
と
な
り
ま
す
。

特
別
徴
収
…
10
月
か
ら
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入
す
る
65
〜
74
歳
の

世
帯
主
の
方
は
原
則
と
し
て
年
金

か
ら
お
納
め
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
９
月
号
の
広

報
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

失
業
、
退
職
な
ど
に
よ
り
所
得

が
激
減
す
る
な
ど
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
と
き
は
、
申
請
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
保
険
税
の
減
免
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
提
出
期

限
は
、
納
期
限
の
７
日
前
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
納
税
義
務
者
（
世
帯

主
）
と
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

は
、
た
と
え
収
入
が
無
く
て
も
前

年
中
の
所
得
の
状
況
を
申
告
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
確
定
申
告
や
住
民
税

の
申
告
を
し
た
方
、
納
税
義
務
者

や
加
入
者
の
税
法
上
の
扶
養
と
な

っ
て
い
る
方
、
給
与
や
年
金
の
支

払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
方

平
成
20
年
度
の
住
民
税
に
つ
い
て
の
み
適
用
さ
れ
ま
す

口
座
振
替
の
ご
利
用
を

保
険
税
の
納
め
方

所
得
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か

国
民
健
康
保
険
税
の
平
成
20
年
度
の
税
率
は
、
表
①
の
通
り
改
正
さ
れ
ま
し
た

保
険
税
の
減
免
申
請

保
険
税
を
滞
納
す
る
と
保
険
証

を
お
渡
し
で
き
な
く
な
り
ま
す
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塾

播
磨
ゆ
め
づ
く
り
塾
」
。
今
年
度
４
人

。
今
年
度
４
人

の
塾
長
と
塾
名
が
決
ま
り
ま
し
た
。
一
緒
に
楽
し
く
活
動
し
て
く
れ

の
塾
長
と
塾
名
が
決
ま
り
ま
し
た
。
一
緒
に
楽
し
く
活
動
し
て
く
れ
る
仲
間

る
仲
間

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
参
加
希
望
の
塾
、
あ
な
た
の
氏
名
、
住
所
、

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
参
加
希
望
の
塾
、
あ
な
た
の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

電
話
番

号
を
企
画
グ
ル
ー
プ
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
塾
長
よ
り
ご
連
絡
を

号
を
企
画
グ
ル
ー
プ
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
塾
長
よ
り
ご
連
絡
を
し
ま
す
。

し
ま
す
。
 

　
ま
ち
づ
く
り
の
研
究
活
動
を
行
う
「
播
磨
ゆ
め
づ
く
り
塾
」
。
今
年
度
４
人

の
塾
長
と
塾
名
が
決
ま
り
ま
し
た
。
一
緒
に
楽
し
く
活
動
し
て
く
れ
る
仲
間

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
参
加
希
望
の
塾
、
あ
な
た
の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

号
を
企
画
グ
ル
ー
プ
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
塾
長
よ
り
ご
連
絡
を
し
ま
す
。
 

「
心
」そ
だ
ち
場
楽
習
隊
塾

塾
長
　
守
田
も
り
た

連
雲
子

れ

ん

こ

温
か
い
地
域
社

会
を
目
指
し
て

「
愛
」
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
あ
ら
ゆ
る
人
間
関
係
が
希
薄

に
な
り
「
愛
の
姿
」
が
見
え
に
く

く
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

関
係
の
中
で
生
き
て
、
活
か
さ
れ

て
い
る
私
た
ち
が
「
本
当
に
愛
し

て
　
本
当
に
愛
さ
れ
る
」
と
は
ど

う
い
う
こ
と
な
の
か
。
身
近
な
関

係
か
ら
見
つ
め
直
し
、
各
自
が
心

の
奥
深
く
持
っ
て
い
る
、
優
し
く

思
慮
深
い
思
い
を
表
に
出
し
、
ふ

れ
あ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ど
ん
な

行
為
に
も
根
底
に
「
愛
」
が
な
け

れ
ば
「
命
」
に
届
か
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

「
愛
は
ま
ず

家
庭
か
ら
始
ま
る
」

マ
ザ
ー
テ
レ
サ

小
さ
く
て
も
い
い
、
あ
な
た
ら

し
い
愛
と
実
践
を
し
て
く
だ
さ
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

活
力
あ
る
ハ
リ
マ
創
り
塾

塾
長
　
黒
田
く
ろ
だ

吉
人
よ
し
ひ
と

団
塊
の
世
代
が

現
役
引
退
を
間
近

に
控
え
、
高
齢
者

層
は
急
速
に
増
加

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
経
験
豊

か
な
人
材
が
多
く
地
域
に
存
在
す

る
と
考
え
れ
ば
、
活
躍
の
機
会
次

第
で
大
変
な
活
力
を
生
む
こ
と
が

出
来
ま
す
。

そ
の
活
力
を
生
む
施
策
を
共
に

考
え
・
行
動
し
、
地
域
社
会
の
活

性
化
に
貢
献
で
き
る
喜
び
を
分
か

ち
合
う
仲
間
を
募
集
し
ま
す
。

具
体
的
活
動
の
目
標

１．

リ
タ
イ
ア
し
た
仲
間
が
社
会

貢
献
活
動
を
通
じ
て
、
自
主
・
自

立
し
た
組
織
を
目
指
す
取
り
組
み

２．

活
動
の
機
軸
を
地
球
温
暖
化

防
止
に
置
き
、
低
炭
素
社
会
実
現

を
目
指
し
た
取
り
組
み

３．

地
球
温
暖
化
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
、
住
民
へ
の
啓
発
活
動

と
行
動
参
加
へ
の
呼
び
掛
け

①
食
用
廃
油
を
回
収
し
、
石
け
ん

作
り
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
化
で
Ｃ
Ｏ
２
削
減

②
レ
ジ
袋
を
使
用
し
な
い
マ
イ
バ

ッ
ク
運
動

③
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
、
エ
コ
チ

ェ
ッ
ク
の
参
加

４．

放
置
農
地
（
木
竹
林
含
む
）

の
有
効
活
用
で
、
自
然
循
環
型
の

新
産
業
地
域
（
加
古
川
水
系
バ
イ

オ
マ
ス
タ
ウ
ン
）
を
目
指
す
研
究

５．

ゴ
ミ
資
源
・
木
質
資
源
の
リ

サ
イ
ク
ル
の
研
究

バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
し
た
地
域

活
性
化
の
実
現
で
、
郷
土
ハ
リ
マ

か
ら
環
境
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
全

国
に
発
信
し
ま
し
ょ
う
。
性
別
・

年
齢
を
問
わ
ず
、
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
エ
コ
ア
ッ
プ
塾

塾
長
　
藁
科
わ
ら
し
な

文
雄
ふ
み
お

播
磨
町
で
も
以

前
は
、
ホ
タ
ル
が

飛
ん
で
い
た
そ
う

で
す
が
、
急
速
に

都
市
化
が
進
み
、
自
然
環
境
が
大

き
く
変
化
し
た
こ
と
で
、
今
で
は

見
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
ま
し

た
。体

験
型
の
エ
コ
ア
ッ
プ
活
動
を

継
続
し
て
、
播
磨
町
の
自
然
環
境

の
改
善
に
楽
し
く
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
水

辺
の
上
流
地
域
と
の
協
働
事
業
や

源
流
を
探
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

水
辺
の
エ
コ
ア
ッ
プ
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
、
さ
ら
に
、
環
境
問

題
を
焦
点
に
父
親
の
子
育
て
参
加

の
促
進
と
、
学
社
融
合
や
親
子
で

地
産
地
消
の
調
査
研
究
、
さ
ら
に

食
育
な
ど
も
視
野
に
入
れ
エ
コ
ア

ッ
プ
活
動
か
ら
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

難
し
い
講
釈
や
理
屈
を
抜
き
に
、

人
と
人
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
な

が
ら
、
次
世
代
に
誇
れ
る
何
か
を

残
す
た
め
に
一
緒
に
活
動
し
ま
せ

ん
か
。

心
と
体
の
セ
ル
フ
ケ
ア
塾

塾
長
　
川
本
か
わ
も
と

史
子
ふ
み
こ

忙
し
い
毎
日
の

中
で
、
つ
い
つ
い

自
分
の
こ
と
を
後

回
し
に
す
る
お
母

さ
ん
、
し
ん
ど
い
の
が
当
た
り
前

に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
色
々
な

ス
ト
レ
ス
は
知
ら
ず
知
ら
ず
に
心

と
体
に
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。
早

め
に
気
付
き
、
心
身
と
も
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
す
る
方
法
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
う
ま
く
と
る
方
法

を
み
ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら
学
び

ま
し
ょ
う
。
ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く

付
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
と
親
子

関
係
や
夫
婦
関
係
、
人
間
関
係
が

楽
に
な
り
ま
す
。

気
功
や
ア
ロ
マ
な
ど
の
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
た
ボ
デ

ィ
ワ
ー
ク
講
座
と
今
の
自
分
に
必

要
な
こ
と
を
気
付
く
た
め
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ（
体
験
型
学
習
）を
行

い
ま
す
。

お
母
さ
ん
は
一
家
の
太
陽
で
す
。

お
母
さ
ん
が
輝
く
と
自
然
に
家
族

も
輝
き
ま
す
。
皆
で
楽
し
み
な
が

ら
心
と
体
の
ケ
ア
を
ゆ
っ
く
り
学

び
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
自
分
か
ら
元

気
に
な
っ
て
周
囲
に
も
還
元
し
て

く
れ
る
方
、
心
と
体
の
ケ
ア
に
興

味
の
あ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

が
く
し
ゅ
う
た
い

意
見
や
ご
要
望
を

　
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を

す
た
め
に
、
町
長
と

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
た
め
に
、
町
長
と

く
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

直
接
話
し
て
い
た
だ
く
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

催
し
て
い
ま
す
。

ン
グ
を
５
月
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。 

ら
ま
ち
づ
く
り
へ
の

　
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
ま
ち
づ
く
り
へ
の

だ
き
ま
し
た
。
共
に

貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
共
に

ま
ち
づ
く
り
を
目

生
き
る
地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
目

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

指
し
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

町長と 

語ろう 

播
磨
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
の
方
々
と 

語
り
合
い
ま
し
た 

　
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
た
め
に
、
町
長
と

直
接
話
し
て
い
た
だ
く
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
５
月
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
ま
ち
づ
く
り
へ
の

貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
共
に

生
き
る
地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

5月13日（火） 午後7時　役場会議室 
参加者　子連協役員 7人 
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保
健
の
ペ
ー
ジ 

各
種
相
談 

情
報
わ
い
ど 

12
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こ
の
日
は
、
播
磨
町
子
ど
も
会

育
成
連
絡
協
議
会
よ
り
、
近
藤
会

長
と
各
校
区
子
ど
も
会
会
長
、
理

事
が
集
ま
り
ま
し
た
。
冒
頭
に
近

藤
会
長
よ
り
「
校
区
会
長
を
中
心

と
し
た
理
事
さ
ん
に
集
ま
っ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
お
母
さ

ん
方
の
情
報
、
要
望
を
出
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
中
学
校
給
食
や
放
課
後
の

子
ど
も
へ
の
対
応
な
ど
つ
い
て
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
な
、
発
言
は
次
の
通
り
で
す
。

・
私
は
中
学
生
の
と
き
給
食
だ
っ

た
の
で
、
温
か
い
給
食
か
ら
冷

た
い
弁
当
に
変
わ
っ
た
と
き
残

念
に
思
っ
た

・
給
食
は
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
も
良

く
、
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
た
。
ぜ
ひ
実
現
し

て
欲
し
い

・
お
弁
当
な
ら
、
何
が
い
い
か
な

ど
話
題
も
で
き
、
子
ど
も
と
の

つ
な
が
り
が
で
き
る
が
弁
当
を

持
っ
て
来
ら
れ
な
い
子
ど
も
も

い
る
こ
と
が
分
か
れ
ば
、
完
全

給
食
の
理
解
を
得
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か

・
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
な
ど
で
、

子
ど
も
た
ち
が
社
会
性
を
身
に

つ
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
う

・
子
ど
も
た
ち
は
習
い
ご
と
に
忙

し
く
、
友
達
と
遊
ぶ
時
間
が
欲

し
い

・
学
校
、
学
童
、
家
庭
の
ど
こ
か

に
子
ど
も
の
居
場
所
が
あ
れ
ば

い
い

・
歩
道
を
整
備
し
て
欲
し
い

（
後
日
文
書
で
回
答
し
ま
し
た
）

今
後
も
、
各
地
域
や
各
種
団
体
と

町
長
が
語
り
合
う
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
多

く
の
人
と
話
し
合
い
、
少
し
ず
つ

で
も
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
し
て

い
け
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
、

考
え
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

企
画
グ
ル
ー
プ
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中
学
校
給
食

放
課
後
の
子
ど
も

通
学
路




